
�解説�

コウモリとはどのような生き物か

原生林から都会まで，コウモリは南極大陸を除く

すべての大陸に生息している．特にビルや人家の隙

間をねぐらとしているアブラコウモリPipistrellus

abramusは，高層ビルの合間にも，都心の街にも，

下町の水路にも，郊外の住宅地でもごく普通に見ら

れるいちばん身近な野生哺乳類だ．

空を自由に飛べる唯一のほ乳類であることがコウ

モリの特徴だ．飛べるように進化したことで，樹上

の果実や花蜜，飛翔する昆虫などの餌が利用できる

ようになった．ねぐらも木の上や洞くつの天井，そ

して建物や橋の隙間なども利用できるようになった．

海を越えて離島に生息することも可能になった．た

とえばニュージーランドでは在来の陸上哺乳類はコ

ウモリ3種だけであるし (Molloyetal.,1995)，ハ

ワイの在来陸上哺乳類もシモフリアカコウモリ

Lasiuruscinereusだけ (Russelletal.,2015)，小

笠原諸島はオガサワラオオコウモリ Pteropus

pselaphonと絶滅したとされているオガサワラアブ

ラコウモリPipistrellussturdeeiだけである．そし

て地上性の捕食者からも比較的狙われにくくなった．

もちろんねぐらにいるところをアオダイショウなど

のヘビやネコに襲われることはある．

いちばん古いコウモリの化石はアメリカのワイオ

ミング州から出土したオニコニクテリス・フィネイ

Onychonycterisfinneyiで5000万年以上前のもの

と考えられているが (Simmonsetal.,2008)，この

最古のコウモリが地球上に現れたときには，既に鳥

が空を飛びまわっていたはずである．夜行性になっ

たのは鳥による捕食を避けるためではないかという

説がある (RydellandSpeakman,1995)．実際に

明るいうちに出巣してしまったコウモリがタカ

やハヤブサの仲間に襲われることはよくある

(Speakman,1991a;Speakman,1991b,;Speakman,

1995;Speakmanetal.,1994)．

夜の空を飛びまわるという，他の生物があまり利

用しない生態的地位を得たために，世界には1300

種以上ものコウモリが繁栄しており (Fentonand

Simmons,2014)，世界の哺乳類の約5分の1を占

めている（図 1）．日本にも37種のコウモリが記録

されており，日本の陸上哺乳類の中ではいちばん種

数が多い (Ohdachietal.,2015)．
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コウモリは，世界で1300種以上，日本では37種が記録されている多様な生物群である．生態系において，
種子散布者・花粉媒介者・昆虫などの捕食者として重要な役割を担っている．人間生活に対しても，農業害
虫や不快害虫の数のコントロール，果樹の花粉媒介などで貢献している．一部の種は家屋や建物もねぐらと
するようになり，時にはその糞尿や外部寄生虫により人間と軋轢が生じることがある．捕まえなければ噛み
つくことはなく，ましてや人間を襲うことは決してない．コウモリが棲みつくことによるコンクリート建造
物の劣化も認められない．日本では人間への感染症の例もない．穏便に追い出す方法を紹介するとともに，
いちばん身近な野生哺乳類として親しみ共存している事例も紹介する．
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コウモリは生態系の中で重要な役割を果たしてい

る．果実を食べるコウモリは植物の種子散布者とし

ての役割を持つ．果実を食べる鳥も種子散布者であ

るが，果実を主な餌としているオオコウモリは大型

で飛翔力が大きいため，大きな種を遠くまで運ぶこ

とができる．特に離島では貴重な種子散布者である．

花蜜を食べるコウモリは植物の花粉媒介を担ってい

る．コウモリに花粉を媒介してもらうために，夜咲

く花もある．そして昆虫を食べるコウモリは昆虫の

数をコントロールしている．コウモリは新陳代謝も

大きく，飛ぶためのエネルギーをまかなうために小

さい体の割りに大食漢だ．一晩に体重の 25%から

50%の重さの虫を食べる (RussoandAncillotto，

2015)．この中にはカメムシなど農業害虫（勝田ら，

2014）や蚊など不快害虫もたくさん含まれる．

家屋や建物にすむ代表的なコウモリ，

アブラコウモリの生態

コウモリというと洞窟にすんでいると思っている

人もいるかもしれないが，アブラコウモリは人家の

屋根裏や瓦の下，戸袋の中，ビルの隙間，ビル屋上

のパラペットカバーの下などをねぐらとしている

（図2）．鉄道高架や陸橋下のコンクリートの隙間も

利用する．また夜間は，建物の外壁に張り付いて休

憩をする．

食べ物は小さな昆虫で，川の上，住宅地の上，公

園や駐車場の上などオープンな空間で捕っている．

東京周辺だと，6月下旬頃から 7月はじめに通常

2-3頭の子どもを出産する．コウモリは通常一度に

一頭しか子どもを産まない種がほとんどだが，アブ

ラコウモリはコウモリとしては産仔数が多い．幼獣

は1ヶ月ほどで飛翔できるようになる．寿命はメス

で最大5年，オスで3年である．11月から3月に

は家屋や建物で冬眠するが，暖かい日には出てくる

こともある（Ohdachietal.,2015；安井，2011）．

その他の家屋や建物にすむコウモリ

ヒナコウモリ Vespertiliosinensis（図 3）も人

家や建築物によく入るコウモリだ．ねぐらでは人に

も聞こえる声を出す．出産哺育期には大きなコロニー

となるが (Ohdachietal.,2015)，まだ都心部での

出産哺育コロニーは見つかっていない．しかし秋か

ら春は分散して建物などに入り (Ohdachietal.,

2015)，たまに寒さで動けなくなった個体が見つか

ることがある．23区内では文京区，港区，墨田区

（重昆,2012a），足立区 （重昆,2012b），板橋区

（大沢未発表）で保護された記録があり，実際は都

心にも広くいると思われる．

ヤマコウモリNyctalusaviatorは樹洞にねぐら

をとることが多く，神社などの大木の樹洞も利用す

るし，人家や高架鉄道のコンクリートの隙間も利用

するので（図4）(Ohdachietal.,2015)，これも身

近なコウモリである．

この他に， 地域によってはオヒキコウモリ

Tadarida insignisやニホンウサギコウモリ

Plecotussacrimontis，クビワコウモリ Eptesicus

japonensisなども人家や建物にねぐらをとる

(Ohdachietal.,2015)．
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図１ 世界の哺乳類の目別種数割合

Wilson&Reeder(2005)より作成

図２ パラペットカバーの隙間から顔を出す
アブラコウモリ

図３ 新幹線高架隙間をねぐらにするヒナコウモリ



近年，新幹線高架隙間をアブラコウモリやヒナコ

ウモリ，ヤマコウモリ，オヒキコウモリが利用して

いるのが日本各地で見つかり，コウモリの重要なね

ぐらや繁殖場所となっていることがわかってきた

（藤塚・箕輪，2012；船越ら，2016；重昆ら，2013；

大沢ら，2014；大沢ら，2015；作山ら，2007；作山

ら，2008；佐藤ら，2013；山田，2008；安井ら，

2016）．

入って欲しくないときの対策はあるか

人家や建物に棲むこれらのコウモリは，しばしば

人との軋轢が生じる．さらに，コウモリは，「襲わ

れる」とか「病気を媒介する」という偏見に晒され

ている．コウモリが間違って家に入ってきた時はパ

ニックを起こしているのであって，決して人間を襲

うつもりはない．捕まえなければ噛みつくこともな

い．日本ではコウモリから人間への感染症の例もまっ

たくない．いちばん身近な野生哺乳類として親しん

で頂きたいのだが，多数のコウモリが棲みつくと，

尿や糞の臭い，外部寄生虫などで，なかなか共存す

るのが難しいこともあるだろう．

鳥獣保護法により無許可での捕獲や殺処理は禁止

されているので，コウモリに出て行ってもらうこと

になるのだが，そのためにはまず出入口を探す必要

がある．日没前後に建物の外から飛び出すところを

観察して，つきとめる．飛び出しは一瞬なので場所

を特定するために何日か観察する必要があるだろう．

また入口は一ヶ所とは限らない．出入口がわかった

ら，アブラコウモリは1cmの隙間があると入れる

ので，1cm以下のメッシュを張って中に入れない

ようにする．上部だけ固定して出られるけれど入れ

ないようにするのが望ましい．戸袋やシャッターに

入っている場合は，頻繁に開け閉めしてコウモリに

とって快適でないようにするか，出巣したのを確認

して入口にガムテープを貼る．これらの閉め出しは，

飛べない幼獣が中にいる6月下旬から8月上旬は避

ける（コウモリの会，1998）．

夜ナイトルーストといって，建物の壁にとまって

休憩することがある．特に害はないのだが，糞が落

ちるのが気になるときは，光をあてたり，爪がかか

らないように壁面をつるつるにするなどが考えられ

る（コウモリの会，1998）．

コウモリと共存する町へ

青森県七戸市の天間舘神社では屋根裏に棲みつい

たヒナコウモリの糞の臭いとダニに悩まされていた

のだが，1977年に近くにコウモリ専用の蝙蝠小舎

（図5）を建てて移動させることに成功した．また

同じ青森県の八戸市の馬淵川にかかる尻内橋では，

橋下の隙間にヒナコウモリが1000頭以上棲んでい

たが，橋を付け替える必要があり，新しい橋にコウ

モリ用の巣箱バットボックスを設置したら500頭を

移動させることができた（向山，2004；谷本，2003）．

バットボックスはアメリカやヨーロッパでは畑や庭

にコウモリを呼んで害虫を食べてもらうために設置

することも多く，ガーデニング用品として売ってい

る．あいにく日本のアブラコウモリはなかなか入っ

てくれない．

埼玉県久喜市の陸橋裏のコンクリートの隙間にア

ブラコウモリがたくさん生息していて，下の駐車場

に糞が落ちるのが問題となっていたが，車を停める

ところの真上部分だけ充填剤でスリットを埋め，残

りはコウモリのために残してもらった（安藤ら，

2007）．

家屋や建物に生息するコウモリは，嫌われること
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図５ 青森県七戸市の天間舘神社境内に建て
られた蝙蝠小舎

図４ 新幹線高架隙間から出巣するヤマコウモリ



も多いが，追い出す前にどこにいったらいいかを考

えてもらいたいものだ．さもないと一つの家で追い

出しても別の家に入ってトラブルを起こすだけにな

る．

アメリカの大都会テキサス州オースチンの町中の

コングレスアベニュー橋では，メキシコオヒキコウ

モリTadaridabrasiliensisが出産哺育をしていて，

ピーク時には150万頭にもなる（図6）．夕方の飛

び立ちは1時間以上にわたって延々と続き，観光名

物となっている．その経済効果は観光客のホテル代

や食事代など直接的なものだけでも年間約320万ド

ル，派生する効果も含めると800万ドルになると計

算されている (RyserandPopovici,1999)．メキシ

コオヒキコウモリは1980年代からこの橋に棲んで

いるのだが，ここや更に何万というコウモリが63

年間住むテキサス大フットボールスタジアムを調査

したテキサス州交通局によれば，コンクリート建造

物の通常の耐用年数の範囲ではコウモリが住むこと

による悪い影響はないとのことだ．また同じ報告書

ではアメリカ全土に渡る2421ヶ所の橋と暗渠でコ

ウモリの生息状況を調べ，そのうちの211ヶ所でコ

ウモリのねぐらを確認したが，コウモリがねぐらと

することによって橋や暗渠の構造に悪影響は見られ

れないと述べている (KeeleyandTuttle,1999)．

KeeleyandTuttle(1999)の中にはコウモリが使

いやすいように積極的に橋に手を加える実践例が載っ

ている．自然のすみかが開発によって減っている現

在，家屋や建物のような人工物も，一部のコウモリ

にとっては貴重なねぐらである．人と軋轢のない範

囲でコウモリのすみかを積極的につくって共存して

いく道を探っていきたい．
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